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４月の

図書館

湖東図書館
☎0749-45-2300

0505-801-2300
永源寺図書館
☎0748-27-8050

0505-801-8050
蒲生図書館
☎0748-55-5701

0505-802-8342

八日市図書館
☎0748-24-1515

0505-801-1515

五個荘図書館
☎0748-48-2030

0505-801-2030

能登川図書館
☎0748-42-7007

0505-801-7007

愛東図書館
☎0749-46-2266

0505-801-2266

＊各図書館を記号で
　表示しています。

『沢島忠全仕事 ボンゆっくり落ち

　やいね』澤島忠 /著（ワイズ出版）
　旧湖東町出身、青春時代
劇と仁侠映画で映画史を二
度変えた沢島忠監督の自伝。
南花沢での少年時代から映
画監督そして舞台へ。人生を
かけて打ち込み、今なお、あ

せない芝居への熱い思いが伝わる1冊です。

■記号の説明・・・ ＝問い合わせ　 ＝IP電話　 ※施設の休館日および開催時間などは各施設により
　 　異なります。詳しくはお問い合わせください。

今月の一冊

区分 日時・場所

おひざでだっこの
おはなしかい　　

＊絵本の読み語り、
　手遊びなど

赤ちゃんと
保護者向け

３日㈬・27日㈯ 11:00～11:30　 17日㈬ 10:30～11:00
４日㈭・５月２日㈭ 10:30～11:00　 ６日㈯ 10:30～11:00
３日㈬ 11:00～11:20　 ４日㈭ 10:30～11:00
19日㈮ 10:30～10:50

おはなし会
絵本の読み
語りなど

毎週土曜日 14:30～15:00　
毎週土曜日 11:00～11:30

27日㈯ 13:30～14:30（ペープサートや工作などもします）
13日㈯・27日㈯ 10:30～11:00
20日㈯・27日㈯ 14:30～15:00
６日㈯・20日㈯・27日㈯ 14:30～15:00　
６日㈯・13日㈯・27日㈯ 11:00～11:30

かみしばい 13日㈯ 15:30～16:00　 13日㈯ 14:30～15:00　

えいが会

こども向け
６日㈯ 15:00から「スイミー」（28分）

28日㈰ 14:00から「ドラえもん　のび太の南海大冒険」（93分）

おとな向け
13日㈯ 13:30から「麗しのサブリナ」（113分）
13日㈯ 14:00から「おかしな奴」（111分）
14日㈰ 14:00から「オリエント急行殺人事件」（128分）

せら知おの
療診科歯日休の月４

診療時間　９：30～17：00
滋賀県歯科医師会湖東支部　☎0748-48-7370

29日㈷
安土デンタルクリニック
 （近江八幡市）
☎ 0748-46-4797

　

東近江警察署からのお知らせ

ー地域の安全・安心のためにー

　交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
づけることにより、交通事故防止の徹底を図り、安全
で快適な地域社会を築くため、全国一斉に展開します。
◆ 運動の基本「子どもと高齢者の交通事故防止」
◆取り組み重点項目
　①自転車の安全利用の推進
　②すべての座席のシートベルトとチャ
　　イルドシートの正しい着用の徹底
　③飲酒運転の根絶
　安心して暮らせる「交通事故のない
滋賀」をめざし、交通安全運動を推進しましょう。

東近江警察署　☎ 0748-24-0110
　 交通政策課　 ☎ 0748-24-5658　 0505-801-5658

４月６日㈯～15日㈪
春の全国交通安全運動

東近江医師会（月曜日～金曜日９:00～17:00）
　☎0748-48-7270

夜間救急医療の診療日変更

４月から変わります -市内当番医による

　４月から次のとおり診療日を変更します。
　みなさんのご理解をお願いします。

（変更前）毎週月曜日～土曜日（祝日は除く）
（変更後）毎週月曜日～金曜日（祝日は除く）

　 　 　 　 受付時間 18:00～20:30
※土曜日は、近江八幡休日急患診療所をご利用くだ
　さい。（診療時間 15:00～20:00）
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人口：116,798人（－57）／男：57,900人（－29）／女：58,898人（－28）／世帯数：41,537世帯（＋40）＊（  ）内は前月比人口（平成25年３月１日）

●動物たちの声なき声に耳を澄まして
　震災後、福島に残された動物たちの惨

状を訴える講演会「のこされた動物たち～終わらないフ
クシマ いのちは今も待っている～」
が３月８日㈮、湖東コミュニティセ
ンターで開催（東近江市地域振興
事業団主催）され、約100人が参
加しました。
　講師の太田康介さんは、滋賀
県出身のカメラマンで、アフガニ
スタンなどの紛争地のほか、動物
も撮影されてきました。
　知人から福島に残された動物
の現状を知り、水とエサをやりた
い一心で、現地に向かった太田さ
んは、避難の際、すぐに戻ってこられると飼い主が泣
く泣く公民館の柵につないだペットがそのまま息絶え
ていたこと、番犬が忠実に家を守り、死んでいたこと
など、報道されない動物たちの悲惨な実態を写真と
動画を用いて話されました。
　太田さんは「動物たちの死をなかったことにされる
のが一番悔しいし許せない。写真は、もう二度と会
えない動物たちの生きていたあかしです。そのあかし

を、みなさん
に伝えたかっ
た」と講演会
への思いを話
されました。

●広がれ！支援の輪
　東北復興キャンペーン

として、市内４か所で映画の上映会や講演会が行わ
れ、延べ約200人が来場されまし
た。会場では、募金が呼びかけら
れ、グッズ販売の収益の一部も復
興支援にあてられました。
　また、東近江大凧保存会では、
10日㈰、全国一斉に復興祈願の凧
を揚げる取り組みに賛同し、「復興」
の８畳大凧を飛揚する予定
でしたが、あいにく雨のた
め中止となりました。この
凧は、震災についてあらた
めて考えるきっかけにと、
東近江大凧会館で展示さ
れました。
●わたしたちにできること
　東日本大震災の発生か
ら２年。現地は本格的な
復興に向けて、まだまだ支
援を必要とされています。
　わたしたちにできることは、被災された人たちの現
状を知り寄り添うこと、寄り添って感じた気持ちをカ
タチに、まずはできることから取り組んでみることで
はないでしょうか。
　これからも復興にむけ息の長い支援を続けていきま
しょう。

わたしたちにできること －知ること、そして気持ちをカタチにすること－

▲被災した動物たち
　を忘れないでと訴
　える太田さん

告
欄

広

0120－46－1200

創業31年　まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
琵琶湖動物霊園　心塔
お迎え・個別火葬・納骨供養

年中無休

日本ペットランド

３・11を前に、市内各地で被災地支援の活動が
　行われました。

平成26年３月31日まで
東日本大震災義援金の受付期間延長
　市役所および支所などに義援金箱を設置しています。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通じて被
災地に送られます。

社会福祉課　☎ 0748-24-5644　 0505-801-5644

絆 つなごう　復興への道すじ

知る 気持ちをカタチに

▲ 同時開催された
　写真展。動物た
　ちの声なき声が
　語りかけます。

▲８畳大凧。上部にフグを描き下部
　に大きく興の文字で「復興」と読
　みます。

▲復興を願う多くのみなさん
　の善意が集まりました。
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